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急 な 冬 将 軍 の 訪 れ に 、 防 寒 レ ベ ル も さ ら に 一 段 階 ア ッ プ と な り ま し た 。 定 期

的 な 部 屋 の 換 気 が 呼 び か け ら れ て お り 、 こ の 冬 は 屋 内 外 を 問 わ ず 、 寒 さ と つ

きあうことに なりそ うです。  

現在会員登録数 3,446 人さま。次号は１ 月 20 日発行の予定 で す。／  
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【１】お知ら せ  
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●  IICLO（大阪国際 児童文学振興 財団） 移転 10 周年記念  

オンライン・ フォー ラム「子ども の本の 現在（いま） と未来 （これから ）」  

視聴申込受付 中！  

講  師：  

宇野  和美  さん（翻 訳家、国際児 童図書 評議会副会長 ）  

富安  陽子  さん（児 童文学作家、 当財団 評議員）  

竹下  晴信  さん（日 本児童図書出 版協会 会長・評論社 代表取 締役社長）  

宮川  健郎  （児童文 学者、当財団 理事長 ）  

 司会＝土居  安子  （当財団総括 専門員 ）  

視聴期間：配 信中～  2021 年２月１日 （月 ）  

募集期間：受 付中  ～  2021 年１月 26 日（火）   視聴 料： 1,300 円  

◆  お申し込みは、 外 部決済システ ム「 Peatix」から  

イベント URL https://10th-forum.peatix.com 

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#10thforum 

 

●  講演会「しかけ 絵 本に驚く、楽 しむ－ イギリスの歴 史から はじめて－」  

オンラインで の視聴 申込受付中！  

講  師：三宅  興子  さ ん（当財団特 別顧問 、梅花女子大 学名誉 教授）  

視聴期間：配 信中～  2021 年２月 25 日（木）  

募集期間：受 付中  ～  2021 年２月 18 日（木）   視聴 料： 1,500 円  

◆  お申し込みは、 外 部決済システ ム「 Peatix」から  

イベント URL https://shikakeehon.peatix.com 

詳細は↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/02_lecture/index.html#021128koenkai 

 



●  再スタート 10 周年  －次の 10 年のために－  記念 寄付の お願い  

皆様からのご 支援、 ご協力を心か らお願 い申し上げま す。  

年 間 １ 万 円 以 上 の 寄 付 を い た だ い た か た に は 、 佐 々 木 マ キ さ ん デ ザ イ ン の 当

財団新キャラ クター 「イイクロち ゃん」 のグッズをプ レゼン ト！  

詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation.html 

 

● YouTube「大阪国際 児童文学振興 財団  公 式チャンネル  IICLO」  

https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA 

公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》  この本読ん だ ？  Yasuko's ＆  Takeo's Talk 

***************************************************************** 

『 with you（ウィズ ・ユー）』  濱野京 子 /作  中田いくみ /装画・挿画  く

もん出版  2020年 11月  対象年齢 ：中学 生以上  

 

あらすじ：中 学３年 生の悠人は、 高校受 験のこと、両 親の別 居のこと、優 秀

な兄が母親に より愛 されているこ となど 、もやもやし た気持 ちを抱いて毎

晩夜に走って いて、 ある夜、隣の 校区に ある公園でブ ランコ に乗っている

一人の少女を 見かけ る。何度も見 かける ので、声をか け、家 まで送り届

け、少しずつ 知り合 っていく。そ して、 この中学２年 生の朱 音（あかね）

が病気の母と 小学２ 年生の妹の面 倒をみ ていることを 知る。  

 

Ｔ ： 前 半 は 朱 音 が な ぜ 、 毎 晩 公 園 の ブ ラ ン コ に い る の か と い う 謎 解 き で 読 ま

せます。  

Ｙ：悠人の塾 の友だち 情報で、私立 の学校を 退学して公立 中学に 来たこと、生

活が乱れてい ること がわかり、悠 人とい っしょにどき どきし ました。  

Ｔ ： 二 人 が 知 り 合 う ま で の 過 程 が ち ょ っ と も ど か し い 気 も し た け れ ど 、 こ の

も ど か し さ は 、 恋 愛 関 係 に な る ま で の ど き ど き と も と れ る し 、 朱 音 が 誰 に

も 自 分 の 境 遇 を 話 せ な い 状 況 を 実 感 す る と い う こ と で も あ っ た と 思 い ま し

た。  

Ｙ ： 朱 音 は 学 校 で は 自 分 の こ と を 話 せ な い け れ ど 、 悠 人 に は 母 の 病 気 の こ と

や 妹 の 世 話 、 家 事 を し て い る こ と な ど を 話 し ま す 。 悠 人 は ど ん ど ん 朱 音 に

ひ か れ て い き ま す が 、 こ れ で 恋 愛 成 就 と な ら ず 、 朱 音 は 悠 人 の 思 い を 「 同

情」だと言っ て拒絶 します。  

Ｔ ： 僕 は 子 ど も の と き に 家 族 に 病 人 が い た の で 朱 音 の 気 持 ち が 理 解 で き る よ

う に 思 い ま す 。 自 分 の 家 の 中 の こ と は 学 校 で は 誰 に も 言 え な い し 、 た と え

言ったとして も、そう 簡単にわかっ てもら えない。子ども にとっ て、病人と

時 間 を と も に す る こ と 、 家 事 な ど で 時 間 を 束 縛 さ れ る こ と 、 そ し て 朱 音 の

ば あ い は 単 身 赴 任 の 父 親 が い る の で そ こ ま で で も あ り ま せ ん が 、 経 済 的 な

制 約 が あ る こ と は 「 子 ど も 」 で は い ら れ な い 子 ど も 時 代 を 過 ご す と い う こ

となのです。  

Ｙ ： 悠 人 と い う 視 点 人 物 が 朱 音 の 状 況 を 理 解 す る こ と で 読 者 の 理 解 を 導 い て

く れ ま す 。 そ し て 、 悠 人 も 自 分 自 身 を 客 観 的 に み ら れ る よ う に な っ て く る

ところもいい なと思 いました。  

http://www.iiclo.or.jp/donation.html
https://www.youtube.com/channel/UCgPj7D2ReQ0J03zhMMLfuIA
http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


Ｔ：悠人の母 は、悠 人にヤングケ アラー （ 18 歳未満で、家族 の世話や家事 を

している子ど も、p.98）について語り、朱 音 に助言します。悠 人は その母の

姿 に 社 会 人 と し て の プ ラ イ ド を 感 じ 、 一 人 の 大 人 と し て み る よ う に な り ま

す。  

Ｙ：そしてこ の年代の 多くの子ども が興味 津々の「恋愛 」がテー マになってい

な が ら 、 絵 に 描 い た 恋 愛 で は な く 、 人 間 同 士 の 理 解 の 上 に 成 立 す る 恋 愛 と

して描かれて いる点 が作者の濱野 さんら しいと思って 読みま した。  

 

＊今回のゲス トは当 財団の宮川健 郎理事 長（Ｔ）です 。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 64 回「鳥箱先生 と フウねずみ」  

 教育への厳 しい視 線  

 

あるうちにあ った鳥 かご（鳥箱 ）は、〈天 井と、底と 、三方の 壁とが、無暗 に

厚い板ででき ていて、正面丈けが、針がねの 網でこさえた 戸〉でで きていまし

た。  

 

あ る 日 、 人 間 に よ り 子 ど も の ひ よ ど り が そ の 中 に 入 れ ら れ ま す 。 子 ど も が い

やがってバタ バタす ると〈バタ バタ云っ ちゃいかん 〉。母 の名 を呼んで泣く と

〈泣いちゃい かん〉。鳥箱はそう言 ったこ とから〈ははあおれ は 先生なんだな 〉

と気づきます 。ひよど りは、その後 エサをも らえず絶命。次に来た ひよどりの

子 は 腐 っ た 水 で 、 そ の 次 は 空 や 林 が 恋 し く て 、 四 番 目 は 乱 暴 な 猫 大 将 に つ か

まえられて、 死んで しまいます。  

 

すっかり信用 をなく した鳥箱先生 は物置 に入れられま すが、そ こで鼠から〈フ

ウ〉という 子どもの 教育を頼まれ ます。鳥箱先生はフ ウを呼 び止めて、〈ちょ

ろちょろ歩か ない〉〈 きょろきょろ し〉な いなど訓示し ますが 、フウはそ のた

びに虱やけし つぶな どを引き合い に出し て“自分が一番立派”と主張します 。  

 

怒った鳥箱先 生はフ ウの母親に〈 退校〉を 言い渡します 。そのと き猫大将がや

ってきて、フウを 地 面にたたきつ けます 。そして、〈ハッ ハッ ハ、先生もだめ

だし、生徒も 悪い。先 生はいつでも 、もっと もらしいうそ ばかり 云っている。

生 徒 は 志 が ど う も け し つ ぶ よ り 小 さ い 。 こ れ で は も う と て も 国 家 の 前 途 が 思

いやられる〉 と述べ て物語は終わ ります 。  

 

描かれる人物 はどれ もみんな権威 的であ ったり、欺瞞 的です 。  

鳥箱は、形式 的な借り 物の徳目を訓 示する だけで、生徒 の死に対 しても〈哀れ

なことだ〉と まるで他 人事です。フ ウも志小 さく、何か言 われると いつも穴の

中に逃げ込む（親 の 庇護にすがる）存 在 であり、〈国 家の前途 〉を嘆く猫大将

も自らの欲望 のため に登場するだ けで、極 めて利己的で す。物語 は、こうした

者 た ち の 愚 か な 競 い 合 い の 構 図 を 持 ち つ つ 、 語 ら れ な い 人 間 が 背 後 に い る こ

とに読者は気 づかさ れ、その存在 につい て考えさせら れます 。  

 

ところで、人間に よっ て手作りされ たであ ろう「鳥箱」は、どこ かにわか仕立

ての先生を思 わせま す。我が国で小学 校教 員数が急増す るのは 明治 40 年以降

のことで、当 初 2.7 万人であった のが 41 年に 10 万人を、大 正 13 年に は 20

万人を超えて います（文科省『学制百年 史』資料編）。就 学率 の急上昇等に 伴



うものですが 、明治末 から大正後期 に至っ て、資質・能力の低い 教員への社会

的 批 判 が 高 ま り ま す 。 ま さ に 賢 治 が 教 育 を 受 け 、 ま た 自 ら 教 員 で あ っ た 時 期

に 重 な り ま す 。 賢 治 童 話 に 教 育 や 教 員 に 対 す る 批 判 的 な 視 線 が あ る の は 、 教

え る 側 、 教 わ る 側 の 目 的 や 志 が 稀 薄 に な っ た 当 時 の 背 景 も 一 因 な の か も し れ

ません。  (ペ吉 ) 

 

（本文の引用 は、新 潮文庫版『ポ ラーノ の広場』によ りまし た。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  １８  

***************************************************************** 

 

「おかねは  いいよ 。これ、クリ スマス プレゼント。 じつは ね、うちには   

もう  サンタ クロー スが  きたみ たいな んだよ。」  

  

（『くつし たあみの お ばあさん』  おその えけいこ /作  スズ キ コージ /絵  

 PHP 研究所  1995 年 2 月）  

 

一人暮らしの おばあ さんは、一年 中「しま もように  は なもよ う、ゆきの  も

ように  ほし の  も よう」の毛糸の靴下 を 編んで、クリスマス イ ブの日だけ、

靴下を売りま す。編物 の時間を取ら れたく ないので、「だれ かと  おしゃべり

をしたり、お ちゃを  のんだりす るのは  きらい」。 12 月 24 日も、お客さ ん

に は 不 愛 想 で す 。 そ の 日 の 夕 方 、 男 の 子 が や っ て き て 、 １ 足 分 の お 金 が な く

て、靴下を片 方だけ 買って帰りま す。  

 

その夜、おばあさ ん は、「いつ  しんだっ て  いい」といい な がら、男の子が

買わなかった かたほ うの靴下をベ ッドに つって寝ます 。すると 、朝、靴下の 中

にくろねこが 入って いました。お ばあさん は、ねこと暮 らし始め 、町で男の子

に再会します 。そして 、クリスマス にとらね こをもらった という 男の子は、お

ばあさんの家 に遊び に来るように なりま す。  

 

冒 頭 の 引 用 は 、 次 の ク リ ス マ ス イ ブ の 日 、 男 の 子 が 前 の 年 に 買 い 損 ね た 片 方

の 靴 下 を 買 い た い と い っ た と き の お ば あ さ ん の こ と ば で す 。 ね こ と い う パ ー

ト ナ ー と 男 の 子 と い う 友 だ ち を 得 た お ば あ さ ん は 、 靴 下 を 男 の 子 に プ レ ゼ ン

ト し 、 こ の こ と ば を 言 い ま す 。 さ て 、 サ ン タ さ ん が く れ た プ レ ゼ ン ト と

は？？？  

 

ス ズ キ コ ー ジ の 絵 が が ん こ で こ だ わ り が 強 く 孤 独 な お ば あ さ ん と 、 そ ん な お

ば あ さ ん の 心 の 中 に 入 っ て き た く ろ ね こ と 男 の 子 の 様 子 を あ た た か く 描 い て

います。「キダか な」という書体の 文字も おしゃれでク リスマ スらしい絵本 で

す。（Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

今回は、大阪 府立中 央図書館で 12 月 27 日まで開催さ れてい る、国際児童 文

学館移転開館 10 周年記念  展示「しかけ 絵 本に驚く、楽 しむ－ イギリスの歴

史からはじめ て」を 紹介します。  

 

こ の 展 示 は 、 国 際 児 童 文 学 館 に 寄 贈 さ れ た 三 宅 興 子 さ ん （ 梅 花 女 子 大 学 名 誉



教授、当財団 特別顧 問）の蔵書を 中心に 、 19 世紀のものから 現在購入でき る

ものまで、イ ギリス、アメリカ、ド イツなど の外国のしか け絵本 や日本のしか

け絵本が 67 点展示さ れています。作品 選択 や解説執筆も 三宅さ んによるもの

です。  

（大阪府立中 央図書 館  国際児童文学館 の 展示ページを ご参照 ください。  

http://www.library.pref.osaka.jp/site/jibunkan/shikake.html ）  

 

約 200 年のしかけ絵 本の歴史が、 具体的 な資料を示し ながら 、パネルで解 説

さ れ て い ま す 。 洋 書 の タ イ ト ル が 邦 訳 さ れ て い て 、 ど ん な 内 容 の 本 か 想 像 で

き 、 し か け が わ か る よ う に 工 夫 し て 展 示 さ れ て い ま す 。 動 き が わ か る 写 真 や

動画もありま す。  

 

フラーの『シンデレ ラ、または小さなガ ラスの靴』（ 1814）は、シンデレラの

顔 部 分 だ け を 、 物 語 の 場 面 に そ っ た 衣 装 や 背 景 の パ ー ツ に す げ 替 え て 楽 し む

も の で 、 そ れ ぞ れ の 場 面 に 顔 を つ け た 状 態 の 写 真 も 展 示 さ れ て い ま す 。 ド イ

ツのロウザ・メッ ゲ ンドルファー（ 1847-1925）の本は、一つの タブを動かす

だけで複数個 所の絵 が動くしかけ で、『新 しい動物の絵 本』（ 1890）は、４わの

に わ と り が バ ラ バ ラ の 動 き で 餌 を つ い ば む の が と て も 不 思 議 で す 。 ヴ ォ イ チ

ェフ・クバ スタの『 ヘ ンゼルとグレ ーテル』や『赤ずき んちゃん 』などの昔話

ポップアップ 絵本は 、どれもあ たたかい 色合いの美し い絵で 、『眠れる森 の美

女』（ 1961）のタブを ひくと王子様 がキス をするしかけ になっ ています。  

 

11 月 28 日には、当財 団主催の講演 会で、こ の展示を基に、展 示以 外の貴重資

料 も 加 え 、 し か け 絵 本 の 魅 力 に つ い て 三 宅 さ ん に た っ ぷ り ご 講 演 い た だ き ま

し た 。 講 演 会 を 収 録 し 、 編 集 し た 映 像 を イ ン タ ー ネ ッ ト で 有 料 配 信 し て い ま

す。配信期間 は 12 月 22 日から 2021 年２月 25 日までで、お申 し込みいただ

いた方は、期 間中何 度でもご覧い ただけ ます。ぜひご 視聴く ださい。（ Ｋ）  

＊お申し込み はこち らから： https://shikakeehon.peatix.com 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●「だれも知 らない レオ・レオー ニ展」  

会  期： 10 月 24 日 (土 )～ 2021 年１月 11 日 (祝 ) 月曜、年末年 始 休館  

時  間：９： 30～ 17： 00  観覧料 ：有料  ＊日時予約 制  

場  所：板橋区立美 術 館  

主  催：板橋区立美 術 館、朝日新聞 社  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  ☆  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今号のコラム 《１》「 この本読んだ ？」で 紹介しました 『 with you（ウィズ・

ユー）』を１ 名の方に プレゼントし ます。ご希望の方は、メ ー ルで件名「メル

https://shikakeehon.peatix.com/
http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html


マガ  NO.124 プレゼント希望」とし 、 (1)お名前  (2)郵便番号・ 住所  (3)電話

番号  (4)メールアド レス、よろし ければ  (5)このメルマガの ご 感想をお書き

のうえ  office@iiclo.or.jp にお送りく だ さい。  

締切は 1 月 11 日（月 ・祝）、当 選発表は 発 送をもって代 えさせ ていただきま

す／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

昨日は冬至。 お昼の 長さが一番短 い日、 ということは 、今日 からは昼間の 時

間が徐々に長 くなり ます。寒さは これか らが本番とな ります が、ビタミン 豊

富なかぼちゃ と、柚 子湯で風邪を 予防し ています。本 年もご 愛読いただき あ

りがとうござ いまし た。みなさま どうか 良いお年をお 迎えく ださい。  

（ＴＡ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html パソコン からどうぞ  

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆ ^☆  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  


